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「
柳
条
湖
事
件
発
生
78
周
年
」 

街
頭
宣
伝 

 
 

日
本
と
中
国
、
世
界
の
平
和
友
好
の
た
め
に 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

９
月
18
日
に
表
町
商
店
街
で
、
柳

条
湖
事
件
発
生
78
周
年
を
記
念
し

て
宣
伝
、
ビ
ラ
配
り
を
１
時
間
し
ま

し
た
。
４
人
の
参
加
で
、
２
０
０
枚
の

ビ
ラ
を
配
り
ま
し
た
。 

１
９
３
１
年
、
中
国
東
北
部
で
日
本

軍
に
よ
る
爆
破
事
件
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
15
年
戦
争
に
な
っ
た
。 

憲
法
９
条
は
堅
持
、
再
び
戦
争
が

お
き
な
い
よ
う
に
、
と
訴
え
ま
し

た
。 

商
店
街
を
歩
く
人
達
が
次
々
と
ビ

ラ
を
受
け
取
り
、
訴
え
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。 

 

稲
葉
泰
子 

 
又
、
こ
の
秋
予
定
さ
れ
て
い
る
交
流

会
や
、
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
の
方
か
ら
は
「
岡
山
の
民
話

を
教
材
と
し
て
や
っ
て
い
る
が
、
と
て

も
、
お
も
し
ろ
い
。
」 

「
こ
れ
か
ら
の
学
習
方
法
も
、
今
ま

で
と
同
じ
で
い
い
の
か
、
ど
う
か
。
」

又
、
高
島
教
室
か
ら
は
「
も
っ
と
日

本
語
教
室
を
知
っ
て
も
ら
う
為
に
、

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
」
な
ど
、
熱
い
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
秋
予
定
さ
れ
て
い

る
、
９
月
の
「
帰
国
者
交
流
会
」
10

月
の
「
水
餃
子
で
日
中
交
流
会
」
「兵

庫
帰
国
者
と
の
交
流
会
」
11
月
の

「
日
本
語
教
室
開
講
５
周
年
行
事
」

確
立
へ
」
と
し
、
副
テ
ー
マ
は
岡

山
県
独
自
の
課
題
を
提
起
す
る
。

４
）
分
科
会
の
数
、
テ
ー
マ
を
早

急
に
決
め
る
。 

５
）
今
後
の
日
程 

６
）
実
行
委
員
会
の
委
員
長
に
岡

山
大
学
教
授
小
畑
隆
資
さ
ん
を
、

幹
事
団
体
と
し
て
日
中
友
好
協
会

岡
山
支
部
等
を
選
び
承
認 

 

今
後
の
詳
細
は
幹
事
会
で
検
討

し
、
実
行
委
員
会
に
諮
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

井
上
進
夫 

 

実
行
委
員
長
に
小
畑
さ
ん

（岡
大
教
授
）を
選
出 

 

２
０
０
９
年
９
月
17
日
午
後
、
岡

山
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
標
記
の

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

会
に
は
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教

室
・
岡
山
県
連
絡
協
議
会
を
は
じ

め
、
実
行
委
員
会
に
加
盟
す
る
（
予

定
も
含
む
）
団
体
の
代
表
者
等
26

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
岡
山
で
の
開
催
（
２
０
１

０
年
５
月

29

日
（
土
）
～

30

日

（
日
）
）
成
功
に
向
け
て
次
の
よ
う
な

こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

１
）
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る
団

体
を
今
後
も
呼
び
か
け
る
。 

２
）
会
場
は
岡
山
市
民
会
館
を
会

場
に
、
岡
山
市
内
に
分
科
会
場
を

設
け
る
。 

３
）
主
テ
ー
マ
を
「
憲
法
を
暮
ら

し
に
活
か
し
、
地
域
社
会
の
人
権

短
信 

瀬
尾
さ
ん
岡
山
へ 

 

山
陽
新
聞
の
瀬
尾
由
紀
子
記
者

が
こ
の
１０
月
１
日
付
で
岡
山
に
帰
っ

て
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

瀬
尾
記
者
に
は
、
中
国
「
残
留
孤

児
」
訴
訟
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
副
部
長
に
昇
進
し
て
今

後
は
政
治
経
済
を
中
心
に
扱
う

「
お
か
や
ま
財
界
」
に
記
事
を
書
い

て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
予
定 

１０
月
３
日
（
土
曜
日
） 

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分 

さ
ん
か
く
岡
山 

会
議
室 

 

日
中
文
化
講
座
・
講
演
会 

佐
藤
を
と
み
の
恋
愛 

―
郭
沫
若
の
ロ
マ
ン
主
義
文
学
― 

講
演
：
姜
波
さ
ん 

参
加
費
無
料 

 

１０
月
３１
日
（土
）午
後
２
時
～ 

『お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
』を
読
む

老
後
の
社
会
保
障
を
考
え
る
た
め

の
学
習
会 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

場
所
：岡
西
公
民
館 

 
 

 
 

 

講
師
：米
田
信
敏
さ
ん 

（協
立
病
院
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
） 

 

会
費
：資
料
代
と
し
て
１
０
０
円 

 
 

 
 

主
催
：日
中
岡
山
９
条
の
会 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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日
本
語
教
室 

 

第
18
回
講
師
団
会
議 

高
島
教
室
か
ら
も
初
参
加 

 
 

第
18
回
日
本
語
教
室
、
講
師
団

会
議
が
、
９
月
９
日
、
長
岡
教
室
に

て
、
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

長
岡
教
室
か
ら
６
名
（
水
曜
日
と

木
曜
日
）
さ
い
で
ん
教
室
か
ら
１
名

（
月
曜
日
）
そ
し
て
、
７
月
か
ら
新
し

く
始
ま
っ
た
高
島
教
室
よ
り
５
名

（
火
曜
日
）
そ
し
て
、
小
林
事
務
局

長
が
参
加
し
、
各
教
室
の
、
７
月
、
８

月
、
９
月
の
出
欠
等
の
状
況
を
も
と

に
、
各
講
師
か
ら
一
言
ず
つ
報
告
し

ま
し
た
。 

「
さ
い
で
ん
教
室
の
中
国
料
理
交
流

会
」
等
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
、
１
時

間
半
の
予
定
時
間
で
は
、
足
り
な
い

程
の
、
と
て
も
濃
密
な
会
議
で
し

た
。 

 

貝
吹
佳
代
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
６
回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集
会 

岡
山
県
実
行
委
員
会
結
成
総
会
開
か
る 

 

左から中島さん、吉岡さん、小畑さん、管木さん 



 

戦
争
が
終
っ
た
時
満
州
映
画
協

会
は
、
東
北
映
画
撮
影
所
と
い
う

の
に
変
わ
っ
た
ん
で
す
。
何
と
、
こ

れ
を
接
収
し
た
の
が
延
安
に
い
た

毛
沢
東
の
八
路
軍
の
文
化
関
係

者
が
、
日
本
が
負
け
そ
う
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
延
安
と
い
う

の
は
本
当
に
奥
地
の
奥
地
で
す

が
、
そ
の
延
安
か
ら
国
民
党
の
支

配
区
、
そ
し
て
日
本
軍
の
支
配
区

を
抜
け
な
が
ら
、
長
春
ま
で
た
ど

り
着
い
た
秘
密
工
作
員
が
、
戦
争

が
終
っ
た
時
に
こ
の
満
州
映
画
協

Ｉ 

Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
”
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
、
リ
ヨ

ン
行
き
の
飛
行
機
に
乗
る
ま
で
の

案
内
と
手
続
き
を
し
て
も
ら
い
助

か
っ
た
。 

 

リ
ヨ
ン
ま
で
は
、
小
型
機
で
ゆ
れ

が
は
げ
し
く
、
少
し
不
安
で
あ
っ
た

が
、
眼
下
に
広
が
る
フ
ラ
ン
ス
の
農

村
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
無
事
た

ど
り
着
い
た
。
空
港
に
は
、
婿
の
ミ

カ
エ
ル
君
が
車
で
迎
え
に
来
て
く

れ
、
左
ハ
ン
ド
ル
右
側
通
行
で
家
に

向
か
い
、
午
後
８
時

５０
分
に
到
着

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
づ
く 

 

機
に
搭
乗
す
べ
く
待
合
所
に
い
た

時
に
、
放
送
で
小
林
ア
イ
コ
さ
ん
・

ガ
ン
ジ
（
グ
ン
ジ
の
ま
ち
が
い
）
さ
ん

と
呼
ば
れ
、
何
事
か
と
声
の
す
る

方
に
行
っ
た
、
す
る
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
が
満
席
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
に
乗
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
、

し
か
も
追
加
料
金
な
し
。
な
ぜ
私

達
か
理
由
は
不
明
だ
が
、
ラ
ッ
キ

ー
で
し
た
。 

 

は
じ
め
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
は
、

ゆ
っ
た
り
と
座
れ
、
足
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
、
男
女
の
客
室
乗
務
員

も
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
、
パ
リ
の

ド
ゴ
ー
ル
空
港
ま
で
の
十
二
時
間

を
長
く
感
じ
さ
せ
ず
快
適
に
過
ご

し
た
。 

 

ド
ゴ
ー
ル
空
港
で
は
、
リ
ヨ
ン
空

港
ま
で
の
案
内
人
契
約
を
結
ん
で

い
た
会
社
（
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
、
約
１
万
円
）
の
若
い
日
本
人
女

性
が
、
出
口
で
“
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ

は
じ
め
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス 

 

 
七
月
三
〇
日
、
関
西
空
港
で

１１
時
５０
分
発
の
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス

緒
に
協
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

軍
隊
と
一
緒
に
、
機
材
と
一
緒
に

貨
物
列
車
で
、
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
さ
ら

に
北
の
ほ
う
ま
で
撤
退
し
て
、
そ
こ

で
映
画
制
作
を
始
め
る
。
１
９
４
９

年
の
建
国
の
時
に
、
劇
映
画
が
２

本
も
３
本
も
作
ら
れ
て
い
た
と
い

う
の
に
は
、
そ
う
い
う
い
き
さ
つ
が

あ
る
ん
で
す
。
カ
メ
ラ
と
か
編
集
と

か
照
明
と
か
録
音
と
か
、
全
部
日

本
人
ス
タ
ッ
フ
が
や
っ
て
、
監
督
は

中
国
人
で
、
出
演
す
る
の
は
中
国

人
の
俳
優
で
す
。
つ
ま
り
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
の
力
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
秀

作
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。
新
中
国

映
画
は
、
こ
の
基
礎
を
支
え
た
の
は

日
本
人
技
術
者
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 
 

 
 

 

つ
づ
く 

 

会
を
接
収
す
る
ん
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
国
民
党
側
の
工
作
員

も
い
ま
し
た
か
ら
、
内
部
闘
争
が

激
し
く
て
、
結
局
、
長
春
（
新
京
）

は
翌
年
１
９
４
６
年
に
、
一
時
期

八
路
軍
（
共
産
党
）
の
支
配
下
に

な
っ
た
。
一
ヵ
月
だ
け
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
。
そ
れ
か
ら
南
か
ら
国
民

党
軍
が
攻
め
て
き
た
と
き
、
満
州

映
画
協
会
の
設
備
を
ほ
と
ん
ど
北

に
持
っ
て
い
っ
た
。
八
路
軍
の
軍
隊

が
撤
退
す
る
時
に
、
半
分
以
上
の

日
本
人
の
技
術
者
が
家
族
と
一

第
８０
回
日
中
文
化
講
座 

「
い
ま
の
中
国
を
ど
う
見
る
か
ー
映
画
・
漫
画
を
通
し
て
ー
」 

石
子
順
氏 

講
演 

 

④ 
 

第
８０
回
文
化
講
座
（
０９
・
５
・
１６
）
で
の
石
子
順
さ
ん
の
お
話
を 

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１３
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

貝吹 

小林 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

北
京
へ
（
６
） 

坪
井
あ
き
子 

ア
ル
バ
ム
様
の
冊
子
は
私
に
も
渡

さ
れ
た
。
し
か
し
「
こ
の
人
は
中
国

の
物
価
を
知
っ
て
い
る
し
少
々
中

国
語
も
話
す
よ
う
だ
し
」
と
見
破

ら
れ
て
い
た
私
の
冊
子
に
は
３
枚
ほ

ど
貼
っ
て
あ
り
、
値
段
の
紙
は
貼
っ

て
な
か
っ
た
。
「
真
、
对
不
起
」
と
返

却
す
る
私
に
当
然
と
い
う
顔
で
受

け
取
っ
て
い
た
。
私
の
写
真
を
は
が

し
て
、
ま
た
別
の
ツ
ア
ー
の
人
の
写

真
を
貼
っ
て
売
る
の
だ
。 

日
本
で
の
募
集
の
予
定
に
な
か

っ
た
も
の
が
、
中
国
で
オ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
入
っ
て
き
た
。
夕
方
か
ら
夜
の

小
林
軍
治
の 

フ
ラ
ン
ス
滞
在
記 

２ 

９
時
ま
で
。
「
雑
技
団
」
と

「
京
劇
」
で
あ
る
。
こ
れ
で

２
日
間
の
夜
の
時
間
は
つ

ぶ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
王

府
井
が
目
の
前
に
あ
っ
て

も
自
由
な
買
い
物
は
で
き

な
い
。
オ
プ
シ
ョ
ン
は
そ
れ

ぞ
れ
３
８
０
０
円
で
あ
る
。

こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が

参
加
し
た
。 

こ
う
な
る
と
「
外
部
と

の
接
触
」
は
ま
っ
た
く
な
い

の
だ
か
ら
「
あ
あ
、
良
い
買

い
物
が
で
き
た
」
と
喜
び
、

お
世
話
に
な
っ
た
娘
さ
ん

に
と
、
チ
ッ
プ
ま
で
わ
た

す
ひ
と
が
い
る
の
も
当
然

か
・
・
・
・
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

いつも人、人、人でいっぱいの万里の長城 

２００９大芦高原１泊練習会① 
９月１２日 土曜日、大好きな太極拳を楽しく練習して、温

泉で心も身体もほぐして交流しようと、硬いイメージの「合宿」

ではなく「１泊練習会」を大芦高原で始めて３年目です。 

今回は、関西、高知、健身太極拳の皆さんにも参加して

いただき３１名の練習会となり、久しぶりに大阪西支部の恒

岡指導員と尾中指導員をお招きし、「太極拳の出来る身体

作り」をテーマに取り組みました。帯やタオル、棒やボール、

様々な道具を使った楽しい練習が繰り広げられ、太極拳は

武術ということで、「懐中抱月」と名付けられた受身も練習し、

あっという間に時間が過ぎてしまいました。 

途中のちょっと長めの休憩時間には、各地のお土産のお

菓子や岡山特産の果物を食べて、おしゃべりにも花が咲き

ました。 

温泉に浸かったあとのビールは最高で、懇親会では、水

彩画、刺し子、米粒に文字を書いた作品、名物の耳かき、謎

の竹筒、等等、持ち寄ったプレゼントのくじ引きをし、オカリ

ナ、ハーモニカ、小鳥笛で盛上りました。もちろん２次会は、

各地の名酒と太極拳談義で更けていきました。   つづく  

     青木 正 

 


